
の
使
用
状
況
を
ま
と
め
た
も

の。

l
i
l
-
-ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
使

一
用
機
能
の
日
%
を
占
め
る
一

ι
3
2
3
Z
E
E
-
L圃
一
方
、
打
ち
合
わ
せ
簿
が
日
%
、

恥蜘
I

ヰ
守
司
列
企
唱

ad
一
掲
示
板
が
9
%
、
共
通
文
書

;
4
1
l
J
4
J
:
-
-
4

一
が
7
%
に
と
ど
ま
っ
た
。
中

一
部
地
整
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の

A
S
P情
報

共

有

シ

ス

テ

ム

三

必

須

機

能

と

位

置

付

け

て

い

一
る
決
裁
ワ
l
ク
フ
ロ
1
機
能

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
一
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
有
し
た
り
、
電
子
納
品
に
必
一
の
有
効
活
用
を
促
す
と
し

備
局
が
、
ア
プ
リ
ケ
!
シ
ョ
一
中
部
地
整
は
引
き
続
き
、
ワ
一
要
な
デ
l
タ
を
蓄
積
す
る
仕
一
た
。

ン
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
一
I
l
ク
フ
ロ
ー
や
掲
示
板
、
発
一
組
み
。
工
事
受
注
者
が
着
工
一
ま
た
、

4
月
か
ら
同
シ
ス

(
A
S
P
)
を
介
し
た
情
報
一
議
書
類
作
成
、
書
類
管
理
な
一
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
一
テ
ム
を
全
面
試
行
し
て
い
る

共
有
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況
一
ど
の
機
能
の
積
極
的
な
活
用
一
契
約
す
る
。
中
部
地
整
は
日
一
が
、
マ
災
害
復
旧
な
ど
の
緊

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
一
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。
一
年
度
、
原
則
と
し
て
全
て
の
一
急
性
が
あ
る
マ
工
期
か
短
い

ろ
、
使
用
し
て
い
る
機
能
の
一
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
は
、
一
工
事
で
同
シ
ス
テ
ム
の
試
行
一
マ
通
信
環
境
が
確
保
で
き
な

一
過
半
数
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
発
一
活
用
を
開
始
し
た
。
一
い
l

場
合
な
ど
に
つ
い
て

一
理
、
だ
白
め
る
一
方
、
決
裁
ワ
一
注
者
と
受
注
者
が
ス
ケ
ジ
ュ
一
今
回
の
調
査
は
、

A
S
P
一
は
、
適
用
を
除
外
で
き
る
と

一l
ク
フ
ロ
ー
な
ど
の
使
用
が
一

l
ル
や
工
事
関
係
書
類
を
共
一
の
各
機
能
の
8
月
末
時
点
で
一
し
た
。

中部地整

決
裁
ワ

I
ク

フ

ロ

i

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

【建設ICT】

1.日経 2.朝日
4.読売 5.岐阜
7産経 8.静岡
10.中部経済@.建通
13.建設通信 14信濃毎日
16.建設工業

P タ)平成26年 i月 8日c(朝〉

CsUser0
建通新聞


